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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Pathologic Study of Intracranial Large Artery Atherosclerosis in 7260 Autopsy 
     Cases 
     （7260剖検例における頭蓋内主幹動脈硬化の病理学的研究） 
 
 
 本論文では、日本人の7260剖検例について頭蓋内主幹動脈硬化を半定量的に評価する
スコアを規定し死亡時年齢、性別、生まれた年代で比較を行った。その結果、頭蓋内主
幹動脈硬化は年齢とともに性差を示しながら進行することを示した。さらに生まれた年
代が後年になるにつれて徐々に軽減していることを示した。 
 審査では、100歳代にかけて動脈硬化スコアの上昇が頭打ちになることの解釈について
問われた。本論文では危険因子の検討を行っていないが、百寿者における動脈硬化危険
因子の保有が前期高齢者と異なるという報告があり危険因子保有の差異が関与している
可能性があると回答された。80歳代と90歳代において男性に比べ女性において動脈硬化
スコアが高いことの解釈について問われた。これまでの報告によると、女性において抗
動脈硬化作用を有することが示唆されているエストロゲンなどの性ホルモンが閉経とと
もに減少し、それに伴い女性の動脈硬化スコアが男性に比べ急に上昇する可能性がある
と回答された。生まれた年代が過去になるほど動脈硬化スコアが高いと示されているこ
との解釈について問われた。頭蓋内動脈硬化の危険因子とされている高血圧症が後年に
なるにつれて管理されるようになっていることが関与している可能性があることに加え
て、過去に生まれた年代群ほど頭蓋内動脈硬化に起因する脳卒中で死亡した症例が多く
含まれており、近年になるほど動脈硬化に起因しない悪性疾患などで死亡した症例が多
く含まれている可能性があると回答された。各動脈で重症度スコアが高い症例の割合が
異なる理由について問われた。経頭蓋ドップラーエコーの報告より各頭蓋内動脈の血流
パラメーターの違いから血管壁にかかるずり応力の差異や、顕微鏡的観察の報告よりvasa 
vasorumの発達の差異が関与している可能性があると回答された。研究の方法論の妥当性
について問われたが、今回用いられた重症度スコアの評価法は1970年代に今回の研究施
設の前身の施設に在籍していた研究者により考案された手法であり論文化もされている
が他施設においても広く採用されている手法というわけではない。しかし今日まで同じ
手法で評価しデータを蓄積しているという特色を有すると回答された。今後どのように
研究を発展させるか問われた。可能性のある危険因子についてなるべくバイアスの混入
が少ない方法で網羅的にデータを収集し解析を行いたいと回答された。肉眼的観察で粥
腫性プラークと線維性プラークを区別できるかについて問われたが、今回は血管の狭窄
度について主に検討を行ったものでありプラークの区別については顕微鏡的観察を要す
ると回答された。 
 以上、本研究は検討すべき課題を残しているものの、多数の剖検例の検討よりアジア
人に多いとされる頭蓋内動脈硬化が日本人において近年軽減していることを明らかにし
た点において、有意義な研究であると評価された。 
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